
芦屋室内含奏団

第2回春のバロックコンサート

西宮市プレラホール

2002年 4月 7日 (日)
開場13:30
開演14:00



ごあいさつ

桜の美しい季節がやってまいりました。 (今年はもう散りました 1)

当団も、昭和40年 春に発足して以来、皆様方の暖かいご声援に支えられ、早いもので

37年 目に入りました。

今年も昨年に引き続き、秋の定期演奏会に加えて、小規模な 「春のパロックコンサート」

を企画致しました。今回のプログラムは、ヴアイオリン、ヴィオラ、チェロと、ソロの

多い曲ばかりですが、ソリス トはすべて当団のメンパーが努め、大々の個性をハラハラ

しながら楽しんでいただく 「家庭音楽会」の様な趣となつております。相変わらぬご声

援感謝致します。
      2002年 4月   芦屋室内合奏団 団長 青柳 良
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ヴィリァルディ「四季」のソネット(SonetO)

“
春           

“
夏

I 薔がやってきた                  I 太陽のやけつく厳しい季節には、
小島達が陽気な歌て春に挨拶する           人も家畜の群れもけだるく、松の本|ま干上がる
西日の息吹に泉は、                 かっこぅが鳴くと、耳ざとく聞きつけて
優しくささやきながら溢れ流れる           きじばとゃごしきひわも歌う

人気を黒いマントで覆いつつ、稲妻と雷鳴が選ばれ、  西風の構が優しく吹く

春の訪れを告げにやってくる             が、その隣で突然、北風が競うように動く
嵐が静まると小鳥達は、               牧者は、荒々しい北風が止み時の、
うつとりするような歌を再び奏で始める        自分の運命を心配して嘆く

I そして花咲く心地よい野では、           Ⅱ 稲妻と荒々しい雷嶋への恐れと、
革木の葉すれの親し気なささやきに、          怒り狂つた蠅や虻の群のために、
牧者が出実な犬を傍らにまどろむ           彼は疲れた四肢を体められない

Ⅲ 田園風バッグパイプの陽気な調べに合わせ、     Ш ああ彼の1堀が現実となったとは余りのこと、
ニンフと牧者はお気に入りの場所で、          天は雷鴫を鳴らし、雪を落とし、ひょうを降らせて、
まばゆい春の訪れに踊る               穂ゃ誇らし気な麦の先をロロき落とす

“
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I 若者は踊りと歌で、                I 冷たい雷の中で

豊かな収積の喜びを祝う               過酷に吹き付ける恐ろしい風に凍え震える
パッカスの飲物で紅潮した大勢の者達は        絶えず足を踏みつけて走り

楽しみの果てに眠り込む               余りの寒さに歯の根が合わない

I 和らいだ心地よい人気は             I 外は雨、すっかり濡れそぼつているが

人々の歌と踊りを途中で止めさせる          人の傍らで静かな満ち足りた日々を過ごす
大勢を快い眠りの楽しみに            Ⅲ 氷の上を歩く 転ぶといけないので

誘うのがこの季節                  ゅっくりとした足取りで、注意深く

Ⅲ 夜が開けると狩人達は、                急ぃて、足を滑らせ、転ぶ

角笛と猟銃を持ち、大を連れて狩りに出かける     再び氷の上を歩き、急いで走ると

獣が逃げ、狩人達がその後を追う           氷が砕けて飛び散る

騒がしい猟銃の音と犬の吠え声に、

驚き疲れた獣は、傷つきおびえる

逃げ疲れ、打ちのめされて息絶える

東南の風、北風、すべての風達が争って

閉じた扉から入ってくる音がする

これが冬 ・・・しかしこうして冬は喜びをもたらす

「音楽之友社版スコアの岸本宏子訳による」



◎バロック時代 (お よそ1600年～1750年 )の 作曲家

◎指揮者 酒井睦雄

桐朋学園高等学校音楽科を経て1971年桐朋学園大学卒業。指揮を斉藤秀雄、秋山和慶両氏に、
クラリネットを北爪利世、二宮和子、Fフ ックス各氏に師事。 71年 より相愛オーケス トラ
指揮者、77年ザルツプルクにて 0ス イ トナー氏に師事。 同年、東京にてSチ ェリビダッ
ケ氏のゼミナールに参加。2001年には芦屋室内合奏団を率いてドイツのバンベルクにてバン
ベルク交響楽団団員とともにニューイヤーコンサー ト、 ドレスデンにてフラウエン教会落成
記念コンサー ト等を行い好評を博す。現在、相愛大学教授として音楽専門家の育成にあたる
傍ら、74年より芦屋室内合奏団音楽監督、岐阜交響楽団常任指揮者、90年より高知室内管弦
楽団指揮者をつとめる等、アマチュア合奏団の発展にも尽力している。
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次回演奏会のおしらせ : 芦屋室内合奏団 第36固定期演奏会

2002年 11月24日 (日)13:00～ 神戸朝日ホール



くP芦 屋室内含奏団 9・

◎日時 :平成14年 4月 7日 (日)
13:30開 場、 14:00開 演

◎場所 :西 宮市プレラホール
～プレラにしのみや 5階～

阪急西宮北□駅、南西へ徒歩3分

◎演奏曲目 :

ヴイヴアルディ 2つ のチェ□の為の協奏曲
」.S.バッハ  プランデンブルグ協奏曲No.6
ヴイヴアルディ 合奏協奏曲 「四季」全曲

指揮 ;洒 丼睦雄 (相愛大学教授)

◎入場無料 :お誘い合わせの上、ご来場<だ さい

06-6833-9660 福永

阪急西宮
スタジアムuaa,\5 lt]


